




















自介の欲求をなさえるということは， 自分を社会化するζ とであ担をす。 入閣は，自己保存の本能が
念ければ脊えないのであbます。しかし，自己保存の欲求をみたすとともたい注つであります治ろこればか
りでは，子どもは，体だけ大き〈なっても ，心は動物的になり ，自介勝手な人間になってし1まうのであ
ります。そうでな<.本能的 ・動物的な面をため直して ，少しでも人のためYてなると とに向けていく ζ
とが，しつけであTt道鯵教育であります。
政米では ，家庭教育， あるいは ，幼児教育の全体のコ考え方の中には ，しつけが根本になっています。






つぎに .1款米先進国の家庭教育 ・幼児教育で注目すべきととは .自由国家語学V亡bいては，いずれも，
宗教というものが，非常K大きな役富りを果たしているというととであり ，宗教が ，家庭の中にしっかb
と燥をがるし ，生活の信条となっているととであります。さらに ，欧米K合I.Aてば，宗教音楽が，家庭
の中 ， あるいは ， 社会のIr ~tあるというととK法自ずべきであり・とれがê由凶~携の特色であります。
もう一つは，人|ぬま .f.設境の動物であるという衿え方であタます。 N 入閣は， 深境に，t.，)て支配され ，
また ，環境を支記するρ 幼い時ほど ，環境に支配されるm.1が強いのでありますが ，乙の考えの一会強





s次米におもける家庭教育でも っとも後術的な閣は ，ノギリえであり .アメリカ ・フヲンス ・ド寸ツはも
ちろん， ゾ返からもほんとうに尊敬されています。いま ，イ ギ1);えの家庭教育 ・幼児教育の特色という
べきものをあげてみますと ，をず第1(r(幼児教育Vζitする考え方として ，イ ギリ スでは ，子どもの感I'C
l創かう傾向について .強hSE殺をもってまずり ， ζ の』の3fを幼い11寺代~C ;J:，'さえるととが，たいせつであると
いうので，幼い時から ，きびしいしつけをしているととであります。とのしつけは ，上流の家庭ほどき
びしいのであり唆す。その潔白としては 1 上に立つ .は ，それだけ一般の人よ り受任があるH という
考え方からであって .上流l然級として.恥ずかし 〈な1責任ある教育受幼少の時からするのであります。
支え.イギ リスでは. rよさ模範」とい今ととを毒事ひそナ。その君主0;1;-:は，あとがれをもって.よいも
のに .犯しふ 〈すJらとい今 ζと，つまり白分そよい様車i1.I古1けて努力してい〈と とでありますの全体が
と今いう空気に怠っておPり.ζれが ，イ ギリスの家庭教1ぅ根本の傾向とい号ととができ主ナ。
第2"'-.イギ lJスで佼家の歴史を毒事び .姐先奇勝んで，い家，凱 .秩)，守，ある家庭引乍るととUて努めま
す。会:;_t".イギリスの家庭T.i域の工勺だJといいます .乙の放とい号 ζ とに二つの君、旅があるの
であ句ますの
その一つは .イギ リス人(r;1.やたら陀人を近づけない国民 . 入手t家礎』て よぶ乙とを喜ば~いのでも
りますe 弘う一つの意味は ，秩序があるという と止であり喧 ζのように ，イギリスの家庭では，秩
序があ 1) .そのうえに落ちつきがあります。との落ちつきとい ζ とは，道徳教育の上』てないで，非常
Vこたいせつな要素であるのであります。
そのほか， イギ 1)^の家庭教育のよい函と してみられる点は茨庭団らんの時間がじ申うぶんKある
ζ とでありをす。また ，ィギり式では，愛国心や鼠旗{之対するj1 iZどは，すべて家庭;ている悶 (幼児
期 )tと教えられます。教えるとい うよりも.父母:.兄婦のよき弓を見習って ，長日らず知らずのうちK
そうなっマし乏うという教え方であって .たえず .家庭内で ，よ察軍Eがぐり返されていゐうちVζ.自
然ιしつけ-;1;できてい〈のでありますの
ζのように， イギリスでは 。よさ家j武があり .秩序あるw;ちフν家庭がありますが ，さらκ，子ど




;':;'-:1立主人F-I'J_仙ふ斗叶-u.e，.r制緩プ:.Z.I貢献なしたPρ ・ースカヤにl:. trI t会主義的家庭の問題 ，夫婦 ，
F ・ー吋υIt.I l 似てζ同Vf.、明色/，性的問題和側ど牛車必し ，ノピエトん然陽電人的生活と社会的生活を結
ーー ワ ー
合し，新しい人|訊ー共j主主義社会の建殺議ーを'育てる斜そも1な集聞であるとみなしたのであります。
マカレンヨは， ゾビ4 トの家庭教育の特色を解明し，その目的を考妻美しました。彼は， 家庭にがける
教育活動のネ貨は .~VC子どもに買すする ilêi接的!ぷ化だけでなく ， 家庭の組織化，筒親のi白人的 ・ 社会的
生活の組織{もにもある，とい うζとを教えました。















就学前年除名の子どもでは，身体教育・知的教育 ・道徳教脊 ・労働教育 ・美の教育K関する家庭の仕事
はいちじる し〈広〈在 1古ナ。 ζの時期の教育の若草木的な手設となるのは .r埼貌lどよみ子どもの多様な
活動の対[織化とい今ととであちます。
就学的l思議の発途上大きな意義を もつのは遊びでありますが .親は ，学校へ入学ーするまでiぞ子どもが
セルフサーピスの~似を1獲得し ， 僚級で走い委託手E遂行でき .能力相応の家庭労働になれ .観念と概念
のじゅうぶん念た〈わえをも ・ら.自分の忠i惨を表現できるよ巧K配慮しまナ。
学。続初期:J(I)子どもの家庭教育は，三として学習との関速でお・となわれ .殺は.生徒である子どホを秩
序 ・組織性 ，会よび宿題遂行C際の自主性に慣れさせ.1:伎を監督し ，鼠難念場合lとは彼vr.:援助手t与えま
すが ，子どもが少年期に入った場合も二子どもf[(対する活動(';I同ー の方向で続けられていきます。
幼児2械の密初場所が .家庭であり，したがってその最初の教育が筒媛，とoc母親であるととは
今日一般に認識されてお、担ま九フレーベルは 「幼稚聞は学校の救護のよう Kでな〈 、家庭のように」
と有名なととばを主足して沿りますが .γ速でも自殺先進思のように .幼稚鼠やナ スーリー ・スクーんを両
親数奇・のセンタ とー して大いκ活用してかりをす。
3 7;ち1)1J 
7 メリカでは . 幼少時代~[ . i受けるよ bも与え25ととが幸福であるJというパイプルの教え[てもと
づく善行がしつけられ、いろいろな機会を命じて.肉毅，長u友からはじめて ，公共施設に対しですら .
苓んでものをプレゼントし ，進んで寄付をするよい醤t貨をうえつけられています。
さらvr.:.家庭教育の特色は，小動物を司変がるよい気}駄が養われているζ とでありますが ，とれば ，
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したがって ，との しつけは ，人闘が社会生活を営む銀合(IC，必ず身につけなければなら設い基本的な
態度でありますが.自己を抑制j し，他者に不快感を与えないためK心がける態度を~Kつけさせるとと
は，各人をして正しい人間関係に入らしめる第一歩であります。








シーの社会は ，飽人みずから責任を負号人たちによって形成されたもので .社会の公共の差拡 ，かのか
のの家が中心とえtっている地織の経済生活から ，発展した道徳であったのであります。



















に模範としてよいととるであ b ます。なか，ドイツでは.子どもを溺~する母線を経べつし 「動物的な
母」と呼ぶととが注目すべき点であります。



























めには，デ〈代政治や箇室長憎カにすがろうとナるのであ bます。 アメリカや凶欧諸閣におもいては ，家路の
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